
　
京
都
銀
行
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
と
な
る
人
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
る
。
若
手
行
員
を
１
年
間
現
場
で
の
業

務
か
ら
外
し
、
法
人
営
業
な
ど
の
基
礎
教
育
を
徹
底
す
る
研
修
も
始
め
た
。
金
融
機
関
の
競
合
が
増
し
て
い
る
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
の
要
員
を
割
い
て
ま
で
教
育
を
優
先
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

秀
夫
頭
取
に
研
修

の
内
容
や
狙
い
を
聞
い
た
。

　
「
ニ
ッ
チ
・
ト
ッ
プ
」
を
目
指
せ
！
。
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

Ｋ
Ｒ
Ｐ

は
電

機
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
中
心
に
、
ニ
ッ
チ

す
き
間

市
場
で
高
シ
ェ
ア
を
握
る

中
堅
・
中
小
企
業
の
創
出
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｋ
Ｒ
Ｐ
が
産
学
官
に
張
り
巡

ら
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
に
、
市
場
・
技
術
動
向
の
研
究
会
や
異
業
種
交
流
を
実

施
し
、
企
業
の
新
事
業
進
出
を
促
す
。
中
堅
・
中
小
を
活
性
化
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
の
打
開
や
地
域
経
済
の
再
生
に
結
び
つ
け
る
の
が
狙
い
だ
。

京都の活力もっと引き出す
法
人
営
業
の
能
力
強
化
へ
若
手
行
員
９
０
人
、
１
年
間
研
修

人
づ
く
り
推
進
府
内
地
銀
ト
ッ
プ
に
聞
く

秀夫氏京都銀行頭取

「
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」
創
出
へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
中
小
支
援
Ｋ
Ｒ
Ｐ
が
電
機
・
エ
ネ
分
野
中
心
に
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▲Ｋ
Ｒ
Ｐ
で
開
か
れ
、
大
盛
況

だ
っ
た
第
１
回
研
究
会

年
９
月

日

　
―
若
手
行
員
の
新
た
な
研

修
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
規
模

に
な
り
ま
す
か
。

　
「
入
行
３
年
目
や
４
年
目

の
一
部
行
員
を
対
象
に
、
２

０
１
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
推
薦
な
ど
で
選
抜
し

た

人
を
支
店
な
ど
の
現
場

か
ら
本
部
の
所
属
に
移
し
、

１
年
間
し
っ
か
り
と
基
本
を

教
え
込
む
。
当
面

は

年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
第
４

次
中
期
経
営
計
画

が
終
わ
る

年
度

ま
で
続
け
る
。
３

年
間
で

人
に
上
り
、
３
億

円
程
度
の
人
材
投
資
に
な

る
」

　
―
研
修
の
主
な
内
容
は
。

　
「
顧
客
へ
の
融
資
を
中
心

と
す
る
法
人
営
業
に
な
る
。

主
要
な
顧
客
へ
の
理
解
や
つ

な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
も

欠
か
せ
な
い
。
講
師
に
は
支

店
長
経
験
者
な
ど
の
ベ
テ
ラ

ン
６
人
を
配
属
し
た
。
研
修

生
は
勉
強
に
次
ぐ
勉
強
、
に

専
念
す
る
こ
と
に
な
る
」

　
―
支
店
勤
務
で
は
学
べ
な

い
の
で
す
か
。

　
「
年
に

人
と
い
え
ば
２

支
店
分
の
人
員
に
あ
た
る
。

現
場
に
と
っ
て
は
戦
力
減
で

痛
い
。
し
か
し
、
預
金
獲
得

や
住
宅
ロ
ー
ン
販
売
の
業
務

に
忙
し
い
支
店
で
は
、
実
地

訓
練
だ
け
で
法

人
営
業
を
身
に

つ
け
る
の
は
難

し
い
」

　
―
そ
こ
ま
で
徹
底
す
る
理

由
や
、
研
修
生
へ
の
期
待

は
。

　
「
当
行
は
若
返
り
を
進
め

る
た
め
新
卒
採
用
を
増
や
し

て
き
た
結
果
、

代
の
行
員

が
半
分
以
上
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
地
域
金
融
の
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
信
用
金
庫
は

現
場
に

―

代
の
強
力
な

ベ
テ
ラ
ン
が
多
い
。
若
さ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
る
が
経
験

不
足
を
研
修
で
補
い
、
今
後

は
主
要
支
店
な
ど
で
ラ
イ
バ

ル
と
戦
っ
て
も
ら
う
。
彼
ら

に
は
将
来
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
ほ
し
い
が
、
研
修
後
は
本

人
の
意
欲
次
第
だ
」

　
―
若
手
以
外
の
教
育
も
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
専
門
職
や
管
理
職
を
養

成
す
る
常
設
部
署
の

金
融

大
学
校

を

年
に
開
設
し

た
。
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で

の
顧
客
サ
ー
ビ
ス

拡
充
に
備
え
、
現

地
の
銀
行
に
研
修

員
を
常
時
５
人
程

度
派
遣
も
し
て
い

る
。
行
員
に
は

中
国
も
東
南
ア

ジ
ア
も
国
内
と
思

え

と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
受
け
止

め
る
心
構
え
を
説

い
て
い
る
。
地
銀

も
海
外
業
務
の
経

験
や
知
識
な
し
に

は
、
大
型
支
店
の

支
店
長
が
務
ま
ら

な
い
時
代
だ
」

　
こ
の
支
援
策
名
は
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
」
。
経
産
省
か
ら
の
受

託
事
業
で
２
０
１
１
年
度
に

始
め
、
２
年
目
を
迎
え
た
。

年
度
に
は
機
能
メ
ッ
キ
、

印
刷
と
電
子
の
融
合
技
術
、

電
子
応
用
製
品
が
テ
ー
マ
。

　

年
度
は
印
刷
・
電
子
融

合
技
術
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

前
者
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
配

線
、
表
面
処
理
、
後
者
は
直

流
・
交
流
変
換
の
絶
縁
や
エ

ネ
関
連
の
精
密
加
工
な
ど
を

想
定
し
て
い
る
。

　
９
月

日
に
Ｋ
Ｒ
Ｐ
で
第

１
回
研
究
会
を
開
き
、
約
１

５
０
人
も
の
意
欲
的
な
企
業

関
係
者
ら
が
参
加
。
大
手
企

業
や
公
的
研
究
機
関
の
技
術

者
が
印
刷
・
電
子
技
術
、
省

エ
ネ
、
太
陽
光
発
電
な
ど
を

題
目
に
講
演
し
、
終
了
後
の

交
流
会
も
盛
り
上
が
っ
た
。

　

月

日
に
は
テ
ー
マ
別

の
第
２
回
研
究
会
も
開
催

し
、
専
門
性
を
深
め
た
。

　
木
村
千
恵
子
産
学
公
連
携

部
長
は
「
支
援
候
補
の
企
業

リ
ス
ト
は
関
西
を
中
心
に
約

１
０
０
０
社
に
上
る
」
と
強

調
す
る
。
京
都
府
・
京
都
市

や
オ
ー
ル
関
西
の
支
援
機

関
、
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
研
究

機
関
と
の
つ
な
が
り
を
最
大

に
生
か
し
、
参
加
企
業
に
は

協
業
先
を
橋
渡
し
す
る
。

　
中
堅
・
中
小
の
技
術
力
を

モ
ノ
づ
く
り
の
高
度
化
に
期

待
す
る
大
手
も
多
数
、
顧
客

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場
か

ら
参
加
し
て
い
る
。
「
気
軽

に
情
報
交
換
で
き
る
サ
ロ
ン

の
よ
う
な
交
流
の
場
所
に
し

た
い
」

木
村
部
長

。

　
成
果
も
生
ま
れ
、
研
究
会

の
企
業
同
士
が
意
気
投
合
し

て
経
産
省
の
「
戦
略
的
基
盤

技
術
高
度
化
支
援
事
業
」
に

共
同
申
請
し
、
こ
れ
ま
で
３

件
の
採
択
に
結
び
つ
い
た
。

実
際
に
市
場
シ
ェ
ア

％
以

上
を
握
り
、
ニ
ッ
チ
・
ト
ッ

プ
の
モ
デ
ル
と
な
る
関
西
の

企
業

社
を
経
営
者
の
経
営

哲
学
と
と
も
に
紹
介
す
る
事

例
集
も
３
月
に
作
成
し
た
。

　
多
額
な
資
金
投
入
に
よ
る

従
来
型
の
開
発
支
援
と
は
異

な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
で

経
営
意
欲
の
向
上
や
新
事
業

開
拓
を
促
し
、
地
域
産
業
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
る
。


